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▲ 9月22日（木）今帰仁村コミュニティセンターにて、今帰仁村議会議員選挙当選証書付与式が行われました。
　 前列左から　島袋輝也議員 ・ 與那勝治議員 ・ 座間味邦昭議員 ・ 山城太議員（代理） ・ 上原祐希議員 ・ 根路銘弘美議員
　 後列左から　座間味薫議員 ・ 島袋誠議員 ・ 東恩納寛政議員 ・ 座間味靖議員 ・ 上間聰議員
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こ
の
度
、
第
21
代
今
帰
仁
村
議
会
議

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
上
原
祐
希
で
ご

ざ
い
ま
す
。
栄
誉
あ
る
要
職
に
御
推
挙

い
た
だ
き
誠
に
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、

そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
９
月
に
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー

ト
し
た
村
議
会
が
村
民
の
付
託
に
的
確

に
こ
た
え
、
村
民
福
祉
の
向
上
及
び
豊

か
な
村
づ
く
り
の
実
現
と
村
政
発
展
に

資
す
る
よ
う
議
会
運
営
の
先
頭
に
立
ち
、

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
新
庁
舎
の
完
成
や
、
2
0
2
5
年
に
は

テ
ー
マ
パ
ー
ク
開
業
な
ど
今
帰
仁
村
に

と
っ
て
大
き
な
転
換
期
に
な
る
第
20
期

議
会
に
な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

10
年
後
20
年
後
の
豊
か
な
今
帰
仁
村
を

目
指
し
議
会
議
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
村
長
の
掲
げ
る
「
可
能
性
は
無

限
大
、
村
民
と
共
に
夢
実
現
」
に
つ
き

ま
し
て
も
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担

う
議
決
機
関
で
あ
る
議
会
と
し
て
監
視

機
能
を
十
分
に
発
揮
し
、
そ
の
戦
略
が

確
実
に
履
行
さ
れ
て
い
る
か
を
検
証
す

る
と
共
に
、
政
策
提
案
な
ど
を
積
極
的

に
行
い
、
村
内
の
あ
ら
ゆ
る
課
題
解
決

に
向
け
尽
力
す
る
こ
と
で
、
村
民
の
代

表
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
と

も
に
住
み
よ
い
村
づ
く
り
を
推
進
し
て

参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
平
成
31
年
１
月
か
ら
施

行
さ
れ
た
「
今
帰
仁
村
議
会
基
本
条
例
」

を
し
っ
か
り
と
履
行
し
、
村
民
の
負
託

に
応
え
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
、

村
長
等
の
執
行
機
関
と
の
持
続
的
な
緊

張
を
保
持
し
、
独
立
・
対
等
の
立
場
で

監
視
及
び
評
価
、
提
案
を
行
い
村
政
発

展
に
向
け
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
議
会
の
代
表
と
し
て
公
正

か
つ
円
滑
で
開
か
れ
た
議
会
運
営
に
取

り
組
む
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
村

民
の
皆
様
に
は
村
議
会
に
深
い
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
就
任
の
御
挨
拶
と
致
し
ま

す
。

　
村
民
の
皆
様
方
に
は
、
村
議
会
に
対

し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
第
21
代
今
帰
仁
村
議
会
副

議
長
に
選
任
さ
れ
た
島
袋
誠
で
ご
ざ
い

ま
す
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
。

同
時
に
、
議
決
機
関
で
あ
る
議
会
の
長

で
あ
る
議
長
を
し
っ
か
り
と
支
え
、
重

責
あ
る
副
議
長
職
を
誠
実
に
謙
虚
に
全

う
す
べ
く
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
り
ま
す
。

　
９
月
の
改
選
後
、
新
人
４
名
含
む
新

た
な
メ
ン
バ
ー
11
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
改
選
時
点
で
40
代
４
名
、
50
代
１

名
、
60
代
５
名
、
70
代
１
名
の
平
均

56
・
９
歳
の
年
齢
構
成
と
な
り
ま
し
た
。

村
民
の
皆
様
の
負
託
に
答
え
、
言
論
の

腑
と
し
て
よ
り
活
発
な
議
会
運
営
が
で

き
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　
本
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
国
の
地
方

創
生
の
方
針
に
よ
り
大
き
く
変
化
し
て

お
り
ま
す
。
地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い

議
会
の
役
割
・
責
務
が
拡
大
し
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
責
任
あ
る
議
会
活
動
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
元
代
表
制
の
も

と
議
会
は
行
政
に
対
す
る
監
視
機
能
を

し
っ
か
り
と
果
た
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
子
ど
も
か
ら
ご
高
齢
の
方
ま

で
の
多
様
な
村
民
の
意
見
を
聞
き
、
そ

れ
を
地
域
の
課
題
と
と
ら
え
村
民
全
体

の
福
祉
向
上
と
村
政
発
展
の
為
、
政
策

等
を
提
案
す
る
こ
と
も
大
切
な
役
割
で

あ
り
ま
す
。
村
民
皆
様
の
望
む
方
向
性

を
的
確
に
把
握
し
諸
問
題
の
解
決
に
向

け
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
帰
仁
村
は
無
限
の
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
魅
力
あ
る
素
晴
ら
し
い
村
で
あ

り
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
「
住
ん
で

い
て
よ
か
っ
た
」、「
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
住
み
続
け
た
い
」
と
実
感
で
き
る
村

づ
く
り
に
村
長
は
じ
め
村
執
行
部
と
も

連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
と
っ
て
身
近
で
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
、
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
固
い
決
意
で
誠
心
誠
意
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
議
会

に
対
し
ま
し
て
は
村
民
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
ご
指
導
お
願
い
申
し
上
げ
副
議

長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

現職 6人・元職 1人・新人 4人が当選
議長に 上原　祐希  氏　　副議長に 島袋　誠  氏村議選 　任期満了に伴う村議会議員選挙は9月18日に投開票が行われ 11議席に対し、14人が立候補する少数激

戦の結果、現職 6人、元職 1人、新人 4人が当選した。新議員は、今後４年間村民の代表として、村政

発展のために活躍が期待される。また、9月28日開会の臨時会において議長選挙などが行われ、議長に

上原祐希氏、副議長に島袋誠氏がそれぞれ決まった。

	 　議　　長

上原　祐希　（ウエハラ　ユウキ）

議席番号：4 番　当選回数３回

住所地：今泊　党派：無所属

 　副　議　長

島袋　誠（シマブクロ　マコト）

議席番号：7 番　当選回数 3 回

住所地：与那嶺　党派：無所属　

委　員　会
   経済建設委員会委員

　　　　  議会運営委員会委員
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座間味　靖（ザマミ　ヤスシ）

議席番号：1 番　当選回数 1 回

住所地：渡喜仁　党派：無所属

委　員　会
　 総務文教委員会委員

　　　　　　 広報調査特別委員会委員長

座間味　邦昭（ザマミ　クニアキ）

議席番号：5 番　当選回数 3 回

住所地：勢理客　党派：無所属

委　員　会
　  総務文教委員会委員長　　　　　　　　　　

　　　　　 議会運営委員会委員
備考：本部町・今帰仁村消防組合議会副議長

座間味　薫（ザマミ　カオル）

議席番号：9 番　当選回数：4 回
住所地：仲宗根　党派：無所属
委員会　経済建設委員会委員長
備考：本部町・今帰仁村消防組合議会
         監査委員

根路銘　弘美（ネロメ　ヒロミ）

議席番号：2 番　当選回数：1 回
住所地：平敷　党派：無所属

委　員　会
　 総務文教委員会委員

　　　　　　 広報調査特別委員会副委員長

備考：本部町今帰仁村清掃施設組合議会
          議員

上間　聰（ウエマ　サトル）

議席番号：6 番　当選回数：1 回
住所地：崎山　党派：無所属

委　員　会
　 経済建設委員会委員

　　　　　広報調査特別委員会委員
備考：本部町・今帰仁村消防組合議会議員

山城　太（ヤマシロ　フトシ）

議席番号：10 番　当選回数：4 回
住所地：諸志　党派：無所属
委員会　総務文教委員会委員
備考：本部町今帰仁村清掃施設組合議会
          議員

島袋　輝也（シマブクロ　テルヤ）

議席番号：3 番　当選回数 1 回
住所地：諸志　党派 無所属

委　員　会
　 総務文教委員会副委員長

　　　　　  議会運営委員会副委員長
　　　　　  広報調査特別委員会委員
備考：沖縄県介護保険広域連合議会議員

與那　勝治　（ヨナ　カツジ）

議席番号：8 番　当選回数３回　
住所地：仲宗根　党派：無所属

委　員　会
　 経済建設委員会副委員長

　　　　　議会運営委員会委員
備考：議選監査委員

東恩納　寛政（ヒガシオンナ　カンセイ）

議席番号：11 番　当選回数：7 回
住所地：湧川　党派：無所属

委　員　会
　  経済建設委員会委員

　　　　　議会運営委員会委員長
備考：本部町今帰仁村清掃施設組合議会　
　　　 議長

第20期  議員紹介 令和4年9月28日～令和8年9月27日まで
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5 名が一般質問しました　9 月 6日（通告順）
❶
❷
❸

❶
❷
❸
❹
❺
❻

❼

❶

❷

❶
❷

❶
❷

公立中学校の運動部活動の地域移行について
子どもの貧困対策について
プレミアム付き商品券の発行について

湧川運天線の県道昇格とバイパス道路と新道路建設について
学校給食費の無償化か補助で子育て支援の促進を
今泊の道路拡幅整備工事と舗装と草と木の伐採促進を
観光課創設と佐田浜に駐車場整備を
古宇利島の農業用水停止の早期解決を促進することについて
会計年度任用職員の給与等引き上げと制度適用と正規職員の給与
引き上げについて
山形県酒田市と今帰仁村の友好都市協定を結ぶことについて

原油価格の高騰や、円安による原材料、飼料、肥料等の高騰に対
する支援について
景観条例について

住民名簿提供について
学校行事における熱中症対策について

名護市とまたがる県道の整備要請について
村民に親しまれる道路の愛称設定について

輿那嶺　透

吉田　清尊

上原　祐希

島袋　　誠

嘉陽　　崇

P5

P6

P7

P8

P9

●の数字は掲載された質問です。それ以外の質問は紙面の都合上割愛されています。本会議録については各字公民館に配布の予定です。
詳しく調べたい方は、公民館もしくは議会事務局までお立ち寄りください。

9月定例会
会期日程（ 9月5日～8日）一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

1令和 4 年第 3 回今帰仁村議会定例会会期日程（会期 8 日間）0

1. 開会
2. 会議録署名議員の指名
3. 会期の決定

一般質問

議案審議（質疑）

議案審議（質疑）

諧案審議（質疑）

1. 議案審議（討論・採決）　2. 陳情書等の処理　　3. 閉会

4. 議長諸般の報告
5. 村長の行政報告
6. 議案の上程及び提案理由の説明

第 1 日

第 2 日

第 3 日

第 4 日

第 5 日

第 6 日

第 7 日

第 8 日

9 月 5 日

9 月 6 日

9 月 7 日

9 月 8 日

9 月 9 日

9 月 10 日

9 月 11 日

9 月 12 日

月

火

水

木

金

土

日

月

本会議

本会議

本会議

本会議

本会議

休　会

休　会

本会議

日　次 月　日 曜日 会議区分 摘　　要

☎0980-56-4397  議会事務局

議会傍聴に関するお願い（新型コロナウイルス感染症対策）

お問い合わせ

平素より村議会に関心をお寄せいただき、ありがとうございます。議会の傍聴については、新型コロナウイルス感
染症拡大防止の観点から以下の点について皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

① 受付時に検温を行い、検温の結果、体温が37.5度以上の場合、また、咳や体調不良等の症状がある場合は、傍聴 
    をご遠慮ください。
② 傍聴される前に手指の消毒、及びマスクの着用をお願いします。
③ 傍聴時には間隔をあけて着席してください。なお傍聴者数が多い場合、入場を制限させていただくことがあり 
    ます。
④ 万が一議会内で感染者が発生した場合に備え、ご本人に速やかに連絡する必要があるため、傍聴の際にご記入
    いただく「傍聴受付票」に電話番号の記載をお願いします。
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ス
ポ
ー
ツ
庁
の
有
識
者
会
議

で
全
国
の
公
立
中
学
校
の
運
動

部
活
動
に
つ
い
て
2
0
2
3
年

度
か
ら
3
年
間
に
か
け
て
段
階

的
に
休
日
の
部
活
動
を
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
委
託
し
て

い
く
事
な
ど
を
取
り
ま
と
め
、
ス

ポ
ー
ツ
庁
へ
提
言
し
た
。
今
帰
仁

中
学
校
で
は
運
動
部
活
動
が
盛

ん
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
現
状

の
把
握
を
は
じ
め
、
指
導
者
の
確

保
や
財
源
の
確
保
な
ど
と
い
っ

た
受
け
皿
の
設
置
が
早
急
に
求

め
ら
れ
る
が
当
局
の
見
解
は
。

●●答 　
玉
城
奎
教
育
長

　
提
言
案
が
発
表
さ
れ
た
段
階

で
あ
り
、
制
度
の
詳
細
に
つ
い

て
公
的
な
通
知
が
な
さ
れ
て
い

な
い
状
況
。
今
後
制
度
の
詳
細

が
示
さ
れ
た
段
階
で
学
校
等
の

意
見
も
拝
聴
し
な
が
ら
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。
　
　

 　
地
域
移
行
に
至
っ
た
要
因
は
。

●●答 　
学
校
教
育
課
長

　
教
職
員
の
働
き
方
改
革
、
特

に
部
活
動
を
受
け
持
っ
て
い
る

顧
問
等
の
休
日
の
確
保
と
い
う

所
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
と
認
識

し
て
い
る
。

 　
今
帰
仁
中
学
校
の
生
徒
は

約
3
0
0
名
。
多
様
性
が
叫
ば

れ
て
い
る
中
で
色
々
な
活
動
を

や
り
た
い
と
い
う
こ
と
を
く
み

と
っ
て
あ
げ
る
の
も
行
政
の
仕

事
だ
と
思
う
が
、
今
後
生
徒
に

対
し
て
意
向
調
査
を
行
う
必
要

性
を
感
じ
る
が
見
解
は
。

●●答 　
学
校
教
育
課
長

　
学
校
に
提
案
す
る
。
　

 　
現
在
複
数
の
部
で
外
部
コ
ー

チ
が
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
教
育

委
員
会
と
し
て
把
握
し
て
い
る
か
。

●●答 　
学
校
教
育
課
長

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
申
請

が
あ
っ
た
方
に
つ
い
て
は
把
握

し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
把

握
し
て
い
な
い
。
　
　
　
　

 　
外
部
コ
ー
チ
を
引
き
う
け
て

く
れ
た
経
緯
を
把
握
し
て
い
る

か
。●●答 　

学
校
教
育
課
長

　
各
部
に
お
い
て
地
域
の
方
で

あ
っ
た
り
、
保
護
者
で
あ
っ
た

り
、
知
り
合
い
を
使
っ
て
と
い

う
と
こ
ろ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

お
願
い
し
て
い
る
状
況
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
　
　
　
　

 　
今
後
地
域
移
行
す
る
に
あ
た

り
外
部
コ
ー
チ
を
依
頼
す
る
こ

と
が
必
ず
出
て
く
る
。
現
在
外
部

コ
ー
チ
を
置
い
て
い
な
い
部
を

把
握
し
て
次
年
度
以
降
に
つ
な

げ
て
い
け
る
よ
う
な
体
制
を
整

え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
が
。

●●答 　
学
校
教
育
課
長

　
本
村
に
合
っ
た
よ
う
な
形
は

ど
う
い
う
も
の
か
、
ま
た
学
校

が
欲
し
て
い
る
形
は
ど
う
い
う

も
の
な
の
か
を
意
見
を
聞
き
な

が
ら
進
め
て
い
く
。
　

 　
行
政
手
続
き
上
等
の
遅
れ
で

子
供
た
ち
を
置
き
去
り
に
し
て

は
い
け
な
い
と
い
う
思
い
で
今

回
一
般
質
問
を
行
っ
た
。
県
内

で
も
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い

状
況
で
は
あ
る
が
早
め
早
め
に

着
手
し
て
頂
き
た
い
。
教
育
長

の
答
弁
を
求
め
る
。

●●答 　
教
育
長

　
国
か
ら
受
託
事
業
を
受
け
た

う
る
ま
市
、
糸
満
市
の
実
証
実
験

を
進
め
て
い
る
状
況
で
、
そ
れ

を
基
に
県
で
も
地
域
移
行
に
関

す
る
成
果
、
課
題
等
が
ま
と
め

ら
れ
て
く
る
も
の
だ
と
認
識
し

て
い
る
。
そ
れ
を
参
考
に
し
な

が
ら
今
帰
仁
村
の
実
態
に
合
っ

た
地
域
移
行
進
め
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

本
村
独
自
の
対
策
は
。　

●●答 　
久
田
浩
也
村
長

　
子
ど
も
応
援
支
援
員
の
配
置
、

就
学
援
助
制
度
、
給
付
型
奨
学
金
、

入
学
準
備
金
、「
教
育
費
準
備
読
本
」

及
び
「
子
育
て
の
し
お
り
」
の
配

布
等
各
種
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
　
　
　
　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
や
、
原
油
価
格
の
上

昇
、
物
価
の
高
騰
に
よ
り
地
域

経
済
が
落
ち
込
ん
で
い
る
。
困

窮
世
帯
や
村
内
事
業
所
に
対
し

て
き
め
の
細
か
い
支
援
を
行
う

上
で
も
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を

発
行
し
、
経
済
を
循
環
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解

を
伺
う
。　

●●答 　
村
長

　
今
議
会
提
案
の
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
事
業
」
を
活

用
し
、
困
窮
世
帯
へ
支
援
を
行
っ

て
い
く
。
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
に
つ
い
て
は
計
画
は
な
い
。

與那嶺	透	議員

問1
公
立
中
学
校
の
運
動

部
活
動
の
地
域
移
行

問2
子
ど
も
の
貧
困
対
策

問3
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
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村
道
湧
川
運
天
線
の
概
略
設

計
予
算
が
村
議
会
で
可
決
。
県

道
昇
格
と
道
路
整
備
に
つ
い
て

村
と
県
の
協
議
内
容
を
伺
う
。

交
通
混
雑
解
消
と
防
災
の
観
点

か
ら
村
道
湧
川
運
天
線
の
国
道

の
起
点
と
県
道
名
護
本
部
線
を

結
ぶ
新
規
道
路
を
県
と
協
議
し

国
に
要
請
す
る
計
画
の
見
解
は
。

●●答 　
村
長

　
村
道
湧
川
運
天
線
の
県
道
昇

格
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
関
係

機
関
と
調
整
を
行
い
、
県
道
昇

格
が
実
現
で
き
る
よ
う
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
道
路
建
設
は
、
村
道
湧
川
運

天
線
の
県
道
昇
格
の
進
捗
状
況

を
踏
ま
え
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

北
部
市
町
村
で
給
食
費
の
全

額
無
償
化
を
７
市
町
村
で
実
施
。

２
村
で
３
分
の
２
か
半
額
補
助
。

村
長
は
、無
償
化
を
実
施
す
る
か
。

●●答 　
教
育
長

　
給
食
食
材
の
高
騰
等
、
財
源

確
保
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

現
時
点
で
無
償
化
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。

①
今
泊
長
嶽
原
線
と
今
泊
親
泊

線
と
ハ
ン
タ
原
線
は
幅
員
が
狭

い
。
対
面
通
行
の
道
路
拡
幅
整

備
工
事
②
今
泊
1
4
2
1
地

先
の
道
路
舗
装
工
事
に
つ
い
て
。

①
②
の
道
路
周
辺
に
草
や
雑
木

が
繁
茂
。
伐
採
を
役
場
で
定
期

的
に
実
施
す
る
か
村
長
に
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
今
泊
長
嶽
原
線
と
今
泊
親
泊
原

線
は
簡
易
舗
装
済
み
で
ご
ざ
い
ま

す
。
現
時
点
で
整
備
の
計
画
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
今
泊
1
4
2
1

地
先
の
現
時
点
で
道
路
舗
装
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。
草
刈
り
と
雑
木

の
伐
採
は
現
場
を
確
認
し
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

北
部
12
市
町
村
で
観
光
課
が

な
い
の
は
今
帰
仁
村
と
宜
野
座

村
。
村
長
の
任
期
中
に
観
光
課
創

設
を
実
施
す
る
か
。
佐
田
浜
で

は
有
名
ド
ラ
マ
の
撮
影
が
行
わ

れ
、全
国
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
る
。

無
料
駐
車
場
を
整
備
し
観
光
客

を
よ
り
多
く
対
応
で
き
る
。

●●答 　
村
長

　
観
光
課
の
新
設
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。
佐
田
浜
駐
車
場
整

備
は
、
村
と
し
て
考
え
は
な
い
。

　

古
宇
利
島
の
送
水
管
が
破
裂

す
る
恐
れ
が
あ
り
給
水
停
止
。

農
家
か
ら
は
死
活
問
題
だ
と
の

声
。
農
家
の
方
々
に
話
を
伺
っ

た
。
修
繕
を
急
ぐ
よ
う
村
に
悲

痛
の
訴
え
を
し
て
い
る
。
早
く

修
繕
す
る
最
善
対
応
の
見
解
は
。

●●答 　
村
長

　
令
和
４
年
10
月
よ
り
「
農
業
水

路
等
長
寿
命
化
防
災
減
災
事
業
」

で
修
繕
工
事
を
行
う
。

　

村
役
場
の
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
・
時
給
等
を
県
内
上

位
の
市
町
村
並
み
へ
の
引
上
げ

と
各
種
制
度
・
福
利
厚
生
の
拡

充
を
正
規
職
員
と
同
等
に
認
め

て
い
た
だ
き
た
い
。
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
指
数
の
低
い
村
役
場
正
規

職
員
の
給
与
引
上
げ
が
必
要
。

●●答 　
村
長

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
条

件
は
国
の
非
常
勤
職
員
と
の
権
衡

の
観
点
を
踏
ま
え
国
の
制
度
内
容

に
沿
っ
た
形
で
条
件
整
備
。
正
規

職
員
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
人

事
院
勧
告
等
に
基
づ
く
制
度
改
正

に
対
応
し
て
い
く
考
え
。

　

平
成
２
年
に
今
帰
仁
村
ふ
れ

あ
い
少
年
の
翼
事
業
が
始
ま
っ

た
。
昭
和
53
年
に
酒
田
市
の
皆

様
が
「
リ
ゾ
ー
ト
大
学
沖
縄
酒

田
村
」
で
村
を
訪
問
し
約
45
年
。

長
い
村
と
酒
田
市
の
親
善
・
交

流
の
歴
史
は
今
帰
仁
村
の
大
き

な
「
誇
り
」
で
あ
り
「
財
産
」

で
あ
る
。
今
帰
仁
村
と
酒
田
市

の
百
年
、
二
百
年
の
友
好
交
流

へ
の
新
た
な
一
ペ
ー
ジ
を
開
く

『
礎
』
の
「
今
帰
仁
村
・
酒
田
市

友
好
都
市
協
定
締
結
」
を
酒
田

市
に
提
案
す
る
村
長
の
見
解
は
。

●●答 　
教
育
長

　
今
帰
仁
村
と
酒
田
市
の
友
好

都
市
協
定
締
結
に
つ
い
て
酒
田

市
へ
提
案
す
る
計
画
は
、
現
時

点
あ
り
ま
せ
ん
。

吉田	清尊	議員

問4
観
光
課
創
設
と
佐
田

浜
に
駐
車
場
整
備
を

問7
山
形
県
酒
田
市
と
今
帰

仁
村
の
友
好
都
市
協
定

を

問5
古
宇
利
島
の
農
業
用
水

停
止
の
早
期
解
決
を

問3
今
泊
の
道
路
拡
幅
整

備
工
事
と
舗
装
と
草

と
木
の
伐
採
促
進
を

問2
学
校
給
食
費
の
無
償

化
か
補
助
で
子
育
て

支
援
の
促
進
を

問6
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
等
引
上
げ
と

制
度
適
用
と
正
規
職

員
の
給
与
引
上
げ

問１
湧
川
運
天
線
の
県
道

昇
格
と
バ
イ
パ
ス
道

路
と
新
道
路
建
設
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原
油
価
格
の
高
騰
や
円
安
に

よ
る
原
材
料
、
飼
料
、
肥
料
等

の
高
騰
に
対
す
る
支
援
が
国
や

県
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
周
知
や
支
援
の
方
法
は
。

●●答 　
村
長

　
畜
産
農
家
の
飼
料
に
つ
い
て

は
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
て
支
援
を
行
い
、
関
係
機
関

と
調
整
し
て
周
知
す
る
。原
材
料
、

肥
料
等
の
支
援
は
沖
縄
県
が
実

施
す
る
「
肥
料
価
格
高
騰
対
策

事
業
」
の
説
明
会
を
受
け
て
対

応
す
る
。

 　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
て
肥
料
や
漁
業
者
へ
の
燃

料
代
な
ど
の
支
援
ま
で
出
来
な

い
か
。

●●答 　
経
済
課
長

　
肥
料
だ
け
で
な
く
、
農
薬
ま

で
検
討
し
た
が
、
交
付
金
が
満

額
支
出
が
決
ま
っ
て
い
る
為
こ

の
事
業
で
は
該
当
し
な
い
。
漁

業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
県

に
調
査
中
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
農
水
省
か
ら
は
化
学
肥
料
の

低
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

う
農
業
者
な
ど
支
援
に
該
当
す

る
基
準
が
示
さ
れ
て
い
る
が
村

と
し
て
の
今
後
の
取
り
組
み
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

●●答 　
経
済
課
長

　
化
学
肥
料
の
低
減
の
他
に
も
、

農
家
５
戸
以
上
の
組
織
を
作
り

規
則
や
会
計
な
ど
制
限
が
あ
る
。

農
家
と
情
報
収
集
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　

 　
国
の
掲
げ
る
「
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
が
今
後
の

農
畜
産
業
の
基
礎
に
な
っ
て
く

る
と
思
う
が
、
専
門
家
の
配
置

な
ど
村
と
し
て
も
力
を
入
れ
て

い
く
中
で
、
現
状
の
厳
し
い
環

境
に
対
す
る
支
援
を
J
A 

な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
農
家
に
寄
り

添
っ
て
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い

が
対
応
は　
　
　
　

●●答 　
経
済
課
長

　
５
月
か
ら
採
用
の
農
業
経
営

サ
ポ
ー
タ
ー
に
情
報
収
集
し
て

も
ら
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

 　
国
の
示
す
今
後
の
農
業
振
興

の
在
り
方
に
お
い
て
、
今
帰
仁

村
の
農
業
の
現
状
が
ス
イ
カ
や

花
卉
な
ど
の
組
合
で
は
な
い
個

人
農
家
が
多
い
中
、
そ
こ
に
対

す
る
支
援
な
ど
が
難
し
く
な
っ

て
く
る
事
も
考
え
ら
れ
る
。
村

長
、
議
会
が
連
携
し
実
情
に
あ
っ

た
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

●●答 　
村
長

　
農
水
省
の
示
す
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
事
も
含
め
、
県
の
支
援
課
、

畜
産
課
と
の
連
携
、
農
業
経
営

サ
ポ
ー
タ
ー
と
農
家
と
の
連
携

な
ど
を
密
に
し
て
、
農
家
に
寄

り
添
っ
た
農
業
行
政
の
運
営
に

当
た
っ
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
農
水
省
か
ら
農
産
物
価
格
の

転
嫁
円
滑
化
施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
食
品
加

工
業
な
ど
は
原
材
料
価
格
が
更

に
上
が
り
、
コ
ロ
ナ
渦
で
原
油

価
格
の
高
騰
、
円
安
に
よ
る
影

響
も
あ
る
中
、
非
常
に
厳
し
い

状
況
が
考
え
ら
れ
る
。
商
工
会

等
様
々
な
所
と
連
携
し
な
が
ら

支
援
を
検
討
し
て
は

●●答 　
経
済
課
長

　
今
後
１
次
２
次
３
次
産
業
ま

で
見
据
え
て
検
討
し
て
い
く
。
　

　

今
後
も
重
要
と
考
え
る
が
、

2
0
2
5
年
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

開
業
に
向
け
て
、
1
5
0
0
人

程
の
雇
用
が
示
さ
れ
、
若
い
単

身
世
帯
が
多
く
く
る
。
そ
の
際

に
、
現
状
の
景
観
条
例
の
３
階

以
下
の
ア
パ
ー
ト
で
は
戸
数
が

制
限
さ
れ
家
賃
が
高
く
な
り
、

家
賃
の
安
い
名
護
市
な
ど
に
住

む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
生
産

年
齢
人
口
の
増
加
、
税
収
増
に

向
け
た
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ぬ
よ

う
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
し
っ
か
り
協

議
し
な
が
ら
の
条
件
緩
和
が
必

要
で
は
な
い
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

●●答 　
村
長

　
今
後
の
地
域
活
性
化
を
考
え
、

村
民
と
共
に
地
域
の
未
来
像
を

し
っ
か
り
と
創
り
、
施
行
者
と

共
有
し
な
が
ら
魅
力
あ
る
村
づ

く
り
に
向
け
協
議
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問2
景
観
条
例

問1
原
油
価
格
の
高
騰
や
、

円
安
に
よ
る
原
材
料
、

飼
料
、
肥
料
等
の
高
騰

に
対
す
る
支
援

上原	祐希	議員
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名
簿
提
供
に
至
っ
た
経
緯
を

伺
う
。

●●答 　
比
嘉
克
雄
副
村
長

　
名
簿
提
供
に
至
っ
た
経
緯
は

「
自
衛
官
又
は
自
衛
官
候
補
生
の

募
集
事
務
に
関
す
る
資
料
の
提

出
に
つ
い
て
」
令
和
３
年
２
月
５

日
付
け
、
防
衛
省
人
事
教
育
局
人

材
育
成
課
長
と
総
務
省
自
治
行

政
局
住
民
制
度
課
長
の
連
名
で

通
知
さ
れ
、「
住
民
基
本
台
帳
の

一
部
の
写
し
を
用
い
る
こ
と
に

つ
い
て
住
民
基
本
台
帳
上
、
特
段

の
問
題
を
生
ず
る
も
の
で
は
な

い
。」
と
国
の
見
解
を
示
す
も
の

で
あ
っ
た
た
め
、
2
0
2
1
年

度
と
2
0
2
2
年
度
紙
媒
体
で

資
料
を
提
出
し
た
。

 　
平
成
30
年
７
月
号
の
村
広
報

誌
に
お
い
て
「
自
衛
官
募
集
の

お
知
ら
せ
」
を
掲
載
し
て
い
る

が
経
緯
を
伺
う
。　

●●答 　
副
村
長

　
当
時
の
状
況
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
自
衛
隊
法
及
び
自
衛
隊
法
施

行
令
に
お
い
て
市
町
村
長
の
処
理

す
る
事
務
や
広
報
宣
伝
の
条
項
が

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
衛

隊
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
広
報
誌
へ

の
掲
載
を
行
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

 　
沖
縄
県
内
の
自
治
体
の
８
割

は
名
簿
の
閲
覧
で
対
応
し
て
い

る
と
い
う
が
、
本
村
の
名
簿
の

閲
覧
は
い
つ
頃
か
ら
行
っ
て
い

る
か
伺
う
。

●●答 　
副
村
長

　
平
成
18
年
か
ら
行
っ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

 　
2
0
1
5
年
に
名
簿
提
供
が

あ
っ
た
沖
縄
市
と
宜
野
湾
市
は

閲
覧
方
式
に
戻
し
て
い
る
。
沖

縄
県
以
外
の
自
治
体
は
過
半
数

が
名
簿
提
供
と
な
っ
て
い
る
。

県
内
で
は
現
在
６
市
町
村
と
い

う
こ
と
で
住
民
感
情
の
違
い
も

あ
っ
て
閲
覧
に
留
め
て
い
る
と

考
察
す
る
が
見
解
を
伺
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●●答 　
副
村
長

　
沖
縄
県
は
住
民
が
犠
牲
に
な

る
戦
争
を
経
験
し
て
い
る
の
で
、

住
民
感
情
を
考
え
ま
す
と
名
簿

を
提
供
し
た
と
い
う
こ
と
は
住

民
に
た
い
し
て
配
慮
が
足
り
な

か
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
　
　
　
　
　

 　
名
簿
提
供
や
村
広
報
誌
の

掲
載
も
含
め
て
係
の
担
当
単
位

で
は
な
く
課
長
や
最
終
的
に
は

村
長
ま
で
し
っ
か
り
把
握
を
し

て
行
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
う
。

従
来
通
り
の
閲
覧
方
式
に
戻
し

て
頂
き
た
い
。
そ
こ
で
閲
覧
方

式
の
方
法
を
提
案
し
た
い
。
名

簿
提
供
や
こ
れ
ま
で
の
閲
覧
方

式
だ
と
個
人
情
報
を
出
し
た
く

な
い
方
も
流
出
を
さ
け
る
こ
と

は
出
来
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
。
ま
ず
閲
覧
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
周
知
し
て
、
希
望
し

な
い
方
の
情
報
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
住
民
感
情
に
も
鑑
み
て
今
後

は
紙
媒
体
で
の
名
簿
提
供
は
行

わ
ず
、
従
来
の
閲
覧
方
式
に
戻
し

て
い
き
た
い
。
そ
し
て
閲
覧
に
つ

い
て
、
希
望
し
な
い
方
々
も
い
る

と
思
わ
れ
る
の
で
募
集
対
象
者

の
意
向
に
十
分
配
慮
し
、
除
外
申

請
を
受
け
付
け
る
シ
ス
テ
ム
構

築
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
　
　

　

６
月
26
日
今
帰
仁
中
学
校
運

動
会
が
開
催
さ
れ
た
が
熱
中
症

と
思
わ
れ
る
症
状
で
体
調
不
良

者
が
多
数
で
た
。
年
々
上
昇
し

て
い
く
気
温
も
考
慮
し
、
開
催

時
期
・
時
間
な
ど
見
直
す
こ
と

も
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
村

と
し
て
の
見
解
を
伺
う
。

●●答 　
教
育
長

　
運
動
会
開
催
時
期
に
つ
い
て
、

９
月
15
日
の
村
校
長
研
修
会
の

議
題
と
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
意

見
交
換
し
て
い
く
。
　

 　
毎
年
熱
い
と
感
じ
る
が
、
今

回
は
特
に
梅
雨
時
期
が
涼
し
く

急
激
な
気
温
の
変
化
に
身
体
が

順
応
で
き
ず
体
調
不
良
者
が
で

た
と
感
じ
る
。
担
架
で
医
務
室
に

運
ば
れ
た
ケ
ー
ス
も
多
数
あ
る
。

取
り
返
し
の
な
い
事
故
が
起
こ

る
前
に
教
育
委
員
会
も
対
策
に

つ
い
て
率
先
し
て
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

●●答 　
教
育
長

　
校
長
研
修
会
に
お
い
て
色
々

と
意
見
交
換
し
て
い
き
た
い
。

 　
先
ず
は
生
徒
の
安
全
面
を
一

番
に
考
え
、
ま
た
体
力
面
の
向

上
も
含
め
て
対
応
策
を
講
じ
て

い
た
だ
き
た
い
。
最
後
に
教
育

長
に
伺
う
。

●●答 　
教
育
長

　
今
回
の
運
動
会
の
状
況
は
「
厳

し
か
っ
た
。」
と
の
声
を
他
か
ら

も
伺
っ
て
い
る
。
本
来
は
学
校

行
事
の
日
程
に
教
育
委
員
会
が

指
定
す
る
の
は
非
常
に
厳
し
い

の
だ
が
、
生
徒
の
健
康
安
全
に

考
慮
し
た
教
育
課
程
の
編
成
に

つ
い
て
は
こ
ち
ら
か
ら
も
申
し

上
げ
て
い
き
た
い
。

問2
学
校
行
事
に
お
け
る

熱
中
症
対
策

問1
住
民
名
簿
提
供

島袋	誠	議員
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県
道
２
４
７
号
線
（
古
宇
利

大
橋
手
前
）
の
無
電
柱
化
に
つ

い
て
令
和
元
年
の
６
月
議
会
に

お
い
て
一
般
質
問
行
っ
た
。
沖

縄
県
の
管
理
道
路
と
言
う
事
で

名
護
市
の
担
当
部
局
と
調
整
を

行
い
、
沖
縄
県
北
部
土
木
事
務

所
に
要
請
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
い
う
趣
旨
の
答
弁
を
頂
い
た
。

そ
こ
は
屋
我
地
島
か
ら
古
宇
利

大
橋
へ
向
か
う
直
線
で
橋
と
古

宇
利
島
が
一
望
で
き
る
絶
景
ス

ポ
ッ
ト
で
あ
る
。
古
宇
利
島
へ

初
め
て
向
か
う
観
光
客
に
と
っ

て
は
、
ま
さ
に
楽
園
へ
向
か
う

気
持
ち
で
い
る
と
考
え
る
。
古

宇
利
島
へ
向
か
う
度
に
そ
こ
で

レ
ン
タ
カ
ー
を
停
め
て
写
真
撮

影
を
行
っ
て
い
る
観
光
客
を
見

か
け
る
。
そ
こ
に
電
柱
が
あ
り
、

せ
っ
か
く
の
今
帰
仁
村
の
観
光

イ
メ
ー
ジ
写
真
な
ど
に
も
利
用

が
で
き
る
風
景
を
台
無
し
に
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
海
洋

博
に
次
ぐ
北
部
の
観
光
地
で
あ

り
、
無
電
柱
化
を
行
い
観
光
地

の
魅
力
化
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
が
、

そ
の
後
の
対
応
を
伺
う
。
　
　

●●答 　
村
長

　
県
道
２
４
７
号
線
（
古
宇
利

大
橋
手
前
）
の
無
電
柱
化
に
つ

い
て
は
、
行
政
区
で
あ
る
名
護

市
と
の
担
当
部
署
間
で
の
調
整

で
は
、
計
画
が
無
い
こ
と
か
ら
、

厳
し
い
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

県
道
２
４
８
号
線
（
天
底
ロ
ー

ソ
ン
入
り
口
か
ら
ワ
ル
ミ
大
橋
）

を
令
和
通
り
と
愛
称
設
定
で
き

な
い
か
と
い
う
提
案
を
令
和
元

年
６
月
議
会
に
お
い
て
質
問
を

行
っ
た
。村
民
か
ら
意
見
が
あ
り
、

県
道
２
４
８
号
線
と
２
４
８
番

目
の
元
号
の
数
字
つ
な
が
り
に

よ
る
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
令
和

通
り
と
愛
称
設
定
を
し
、
村
の

観
光
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
と
し
て

全
国
へ
P 

R
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
言
う
事
で
あ
っ
た
。
愛
称
設

定
を
行
い
、
P 

R
す
る
こ
と
に
よ

り
経
済
波
及
効
果
も
期
待
で
き

る
と
考
え
る
。
令
和
６
年
に
は

北
部
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が
開
業
す

る
予
定
で
あ
る
が
、
今
帰
仁
村

と
し
て
も
積
極
的
に
村
の
魅
力

化
づ
く
り
を
行
い
、
村
内
外
へ

宣
伝
し
て
い
く
こ
と
が
村
の
発

展
に
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
る
。

令
和
は
現
存
す
る
日
本
最
古
の

歌
集
、
万
葉
集
の
梅
の
花
の
歌

３
２
首
の
序
文
か
ら
引
用
し
た

と
あ
る
。
今
帰
仁
村
で
は
グ
ス

ク
桜
ま
つ
り
開
催
さ
れ
、
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る
。
令
和
通

り
で
は
梅
を
植
栽
す
る
こ
と
で
、

梅
の
開
花
時
期
に
は
新
た
な
観

光
資
源
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

再
度
提
案
す
る
が
、
関
係
各
所

と
連
携
を
し
、
実
行
し
て
い
く

考
え
が
な
い
か
伺
う
。
　
　
　
　
　

●●答 　
村
長

　
県
道
の
愛
称
設
定
及
び
道
路

の
植
栽
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県

北
部
土
木
事
務
所
と
の
意
見
交

換
や
情
報
収
集
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

問２
村
民
に
親
し
ま
れ
る

道
路
の
愛
称
設
定

問1
名
護
市
と
ま
た
が
る

県
道
の
整
備
要
請

嘉陽	崇	議員

今帰仁村内小学校のみなさん、
あなたの文字をお待ちして
おります。

題字
募集
題字募集のサイズ
たて4ｃｍ×よこ17.8ｃｍ　
ひらがな横書き

お問い合わせは、今帰仁村議会事務局（☎56-4397）まで

議会だより

「なきじん」の題字を募集します。

お
詫
び

　
議
会
だ
よ
り
第
1
6
7
号
８
頁
　

問
３
「
戦
争
遺
跡
の
保
護
・
保
存
」

に
お
い
て
、
社
会
教
育
課
長
の
説
明

で
「
社
会
教
育
課
と
文
化
財
課
が

し
っ
か
り
と
提
携
し
て
」
記
載
さ

れ
て
い
る
部
分
は
、
正
し
く
は
「
社

会
教
育
課
内
で
の
調
整
し
」
で
す
。

訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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議席 1 2 3 議長 5 6 7 8 9 10 11

議　　案
議
案
番
号

〇 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

〇 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

〇 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

〇 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

  

〇 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

〇 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

〇 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

〇 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

〇 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

〇 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

〇 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

〇 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

〇 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

〇 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

嘉

陽

　
崇

與

儀

常

次

山

城

　
太

與

那

勝

治

玉

城

み

ち

よ

吉

田

清

尊

座

間

味

邦

昭

座

間

味

　
薫

與

那

嶺

　
透

上

原

祐

希

島

袋

　
誠

議決結果・賛否一覧表 「○」：賛成　「×」：反対　「欠」：欠席　「退」：退席　「公」：公務の欠席　「病」：法定伝染病の欠席。
議長は採決に加わらないため斜線としていますが、可否同数の場合に採決権があります。

氏  

名

議

決

結

果

令和4年 第3回 定例会  9月8日（木）

議席 1 2 3 議長 5 6 7 8 9 10 11

議　　案
議
案
番
号

東
恩
納

　寛
政

山

城

太

座

間

味

　
薫

與

那

　
勝

治

島

袋

　
誠

上

間

　
聰

座
間
味 

邦
昭

上

原

　
祐

希

島

袋

　
輝

也

根
路
銘

　弘
美

座

間

味

　
靖

氏  

名

議

決

結

果

今帰仁村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部を改正する条例について

今帰仁村国民健康保険基金条例を廃止する条例について

物品購入契約について

令和４年度今帰仁村一般会計第４回補正予算について

令和4年度今帰仁村国民健康保険特別会計第２回補正予算について

令和4年度今帰仁村後期高齢者医療特別会計第1回補正予算について

令和4年度今帰仁村水道事業会計第1号補正予算について

今帰仁村選挙公報の発行に関する条例の制定について

令和４年度今帰仁村一般会計第４回補正予算について

令和３年度今帰仁村一般会計歳入歳出決算認定について

令和3年度今帰仁村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

令和3年度今帰仁村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

令和3年度今帰仁村水道事業会計決算認定について

県産品の優先使用について（要請）

可　決 

可　決 

可　決 

可　決 

撤　回 

可　決 

可　決 

可　決 

可　決 

可　決 

認　定 

認　定 

認　定 

認　定 

採　択 

〇 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
同 意 案
第 3 号

同　意今帰仁村監査委員の選任につき同意を求めることについて

令和4年 第5回臨時会  9月28日（水）

〇 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 　  案
第 4 1 号

議 　  案
第 4 2 号

議 　  案
第 4 3 号

議 　  案
第 4 4 号

可　決 

可　決 

可　決 

可　決 

工事請負契約について

物品購入契約について

令和4年度今帰仁村一般会計第5回補正予算について

令和4年度今帰仁村国民健康保険特別会計第3回補正予算について

令和4年 第6回 臨時会  10月11日（火）

議    案
第 3 1 号

議    案
第 3 2 号

議    案
第 3 3 号

議    案
第 3 4 号

議    案
第 3 5 号

議    案
第 3 6 号

議    案
第 3 7 号

議    案
第 3 8 号

議    案
第 3 9 号

議    案
第 4 0 号

認    定
第 1 号

認    定
第 2 号

認    定
第 3 号

認    定
第 4 号

陳    情
第 1 3 号
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 監査委員・監査職員研修会 

 町村議会・広報研修会

町村議会議員・事務局研修会

講演「地方自治の内部統制」　講師　石川  恵子  氏
臨時総会

講演「そろそろ化けませんか‼」　講師　越地  真一郎  氏

講演「新たな沖縄振興について」　講師　沖縄県企画部職員
講演「町村議会議員の報酬について」　講師　全国町村議会議長会議事調査部長

11/1
(火)

11/16
(水)

10/13
(木)

場所　那覇市

場所　南風原町　

場所　那覇市
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一
般
質
問

９
月
定
例
会

会
期
日
程(

９
月
16
日
〜
19
日
）

編
集
後
記

用
語
特
集

新
議
会
議
員

研
修
会

新
議
会
議
員

研
修
会

研
修
風
景

研
修
風
景

Photo

議
会
ス
ナ
ッ
プ

現場踏査
定
例
監
査

　
私
の
議
員
活
動
が
始
ま
っ

た
。
何
か
新
し
い
事
を
始
め
る

の
は
少
し
不
安
も
あ
る
が
期
待

も
大
き
い
。｢ 

ド
キ
ド
キ
ワ
ク

ワ
ク｣ 

の
心
境
だ
。
ま
ず
は
広

報
委
員
長
と
し
て｢ 

議
会
だ
よ

り｣ 

等
を
通
し
て
議
会
の
様
子

や
取
り
組
み
を
広
く
紹
介
し
て

い
き
た
い
。

　
二
〇
二
二
年
、
今
年
も
残
す

と
こ
ろ
あ
と
僅
か
と
な
っ
た
。

振
り
返
る
と
、
コ
ロ
ナ
の
感
染

状
況
に
一
喜
一
憂
し
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
心
を
痛

め
た
。
目
に
見
え
な
い
ウ
ィ
ル

ス
と
覇
権
主
義
者
の
リ
ー
ダ
ー

に
世
界
中
の
多
く
の
人
が
翻
弄

さ
れ
た
。
改
め
て
感
染
対
策
と

平
和
の
大
切
さ
、
民
主
主
義
の

重
要
性
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　
今
年
は
選
挙
の
年
で
も
あ
り
、

本
村
で
も
参
議
院
選
挙
、
県
知

事
選
挙
、
村
議
員
選
挙
が
行
わ

れ
た
。
民
主
主
義
の
根
幹
で
あ

る
選
挙
に
よ
っ
て
第
二
十
期
今

帰
仁
村
議
会
議
員
が
選
出
さ
れ

た
。
私
た
ち
議
員
は
村
民
の

代
表
と
し
て
村
政
を
任
さ
れ
た

こ
と
を
深
く
自
覚
し
、
村
民
の

幸
せ
の
た
め
に
頑
張
っ
て
参
り

ま
す
。広

報
委
員
長
　
座
間
味
　
靖

新広報調査特別委員会

與儀 常次 議員　吉田 清尊 議員　嘉陽 崇 議員　　

玉城 みちよ 議員　　與那嶺　透 議員 

お疲れ様でした。　

写真左から

・上間　　聰　委員　

・根路銘弘美　副委員長　

・座間味　靖　委員長　

・島袋　輝也　委員

新広報調査特別委員会です。
４ヵ年間がんばります。

よろしくお願いいたします。


